
ンョシーテス報情♬

　令和５年10月1日より「インボイス制度」（適格請求書等保存方式）が開始されます。
　適格請求書等保存方式とは消費税（仕入税額控除）に関する新しい制度であり、事業者間の取引における請求書の
発行や保存のルールが大きく変わります。制度をご理解いただき申請などのご検討をお願いします。

　課税事業者とは、前々年の課税売上高※1が1,000万円を超える事業者をいいます。免税事業者とは、前々年の課税
売上高※2が1,000万円以下の事業者です。
※ 1 農業では主に農畜産物の販売高、作業受託料、使用していた農機等の売却代金が該当します
※ 2 前々年の課税売上高が1,000万円以下の事業者も、届出書の提出により課税事業者になることができます

　課税事業者と免税事業者では、消費税の取り扱いに違いがあります。

　令和5年10月1日より、現行の区分記載請求書等保存方式に代えて導入される制度です。正式名称は、適格請求書
等保存方式といいます。インボイス制度のもとでは、事業者は以下の対応が求められます。

事業者区分 販売時の対応（証憑の発行）
仕入時の対応（仕入税額控除)

本則課税 簡易課税

適格請求書
発行事業者

課税事業者である買い手
からの求めに応じインボイスの

発行が義務化※ 売り手から発行された
インボイスを基に計算※

現行通り
（インボイス不要）

課税事業者 現行通り
（インボイスの発行不可）免税事業者 ―

※農協特例（９ページ①JA等に販売を委託する場合）の適用を受ける場合を除く

1　課税事業者と免税事業者

2　インボイス制度とは

インボイスがない取引は
仕入税額控除ができなくなります

農産物 20,000円
消費税   1,600円

資　材  15,000円
消費税   1,500円

消 費 者 課税事業者

1,600円－1,500円※＝100円を国に納める
（仕入税額控除）

※令和５年10月１日以降は
　原則としてインボイスが必要

農産物 20,000円
消費税   1,600円

資　材  15,000円
消費税   1,500円

消 費 者 免税事業者

農産物を販売した際の消費税1,600円は自身
の収入となるが、資材を仕入れた際の消費税

1,500円は、自らの負担となる

インボイス制度はじまります！

● 農家が課税事業者の場合

● 農家が免税事業者の場合

● 販売時･仕入時の対応

8【全体運】勢いがあります。思った以上に進展が早いことも。かじ取りは慎重に。信頼に応えようとする態度が大事です
【健康運】食べ過ぎに気を付けて。腹八分目で医者いらず　　　【幸運を呼ぶ食べ物】レタス7.23～8.22

獅子座
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記載事項

　消費税の税率が複数存在する中、売り手から買い手に対して適用税率や消費税額等を正確に伝えるための書類のこ
とをいいます。

　納税地の所轄税務署から事業者登録番号の交付を受けた事業者のことを、適格請求書発行事業者といいます。イン
ボイスは、適格請求書発行事業者でないと発行をすることができません。

　組合員である生産者の農産物をJA等が①無条件委託方式による販売をし、その代金を②共同計算方式により精算す
る場合には、生産者は適格請求書発行事業者であってもインボイスの交付義務が免除されます。この場合、購入者は
JA等が発行する書類により仕入税額控除が可能となりますので、生産者が適格請求書発行事業者であるかないかは関
係ありません。

　令和５年度税制改正大綱により、令和５年４月以降の申請でも制度開始時に登録が可能になりました。
　※申請から登録番号通知まで現状２ヶ月ほどかかっておりますので考慮のうえ申請ください。
　なお、登録申請はあくまで任意です。特に消費税の免税事業者である方は、適格請求書発行事業者として登録され
ると課税事業者として消費税の申告が必要になりますので、申請の前に慎重な検討が必要です。

3　インボイス（適格請求書）とは

4　適格請求書発行事業者とは

5　適格請求書発行事業者になるためには

農作物を販売する場合
❶ JA等に販売を委託する場合（農協特例）

⃝ 売り手の名前および登録番号
⃝ 取引の日付
⃝ 何を売ったのか（軽減税率が適用されるものであればその旨）
⃝ 税率ごとに区分した販売代金の合計および適用税率
⃝ 税率ごとに区分した消費税額
⃝ 買い手の名前（不特定多数の者に販売する場合は不要）

売 り 手 買 い 手
インボイス

STORE

事 業 者
※e-taxによる申請も可。郵送の場合は管轄地域の「インボイス登録センター」へ

税 務 署

税 務 署申　請 ※

登録番号

組合員

購 入 者

MARKET

JA等

①無条件委託

②共同計算
販 売

◯インボイスの交付義務免除
◯適格請求書発行事業者であるかないか関係なし

◯JA等が交付する書類で
仕入税額控除が可能

● 農協特例が適用される取引の例

9 8.23～9.22
乙女座 【全体運】口は災いのもと。発言には気を付けましょう。言葉よりも態度で示す姿勢が吉と出ます。映画やドラマを楽しんで

【健康運】ヘッドマッサージで気分転換。歯科検診が吉　　【幸運を呼ぶ食べ物】ゴーヤー
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　ファーマーズマーケットでの委託販売は無条件委託方式および共同計算ではないため農協特例は適用されませんが、
出荷者が適格請求書発行事業者の場合はJAが出荷者に代わりインボイスを発行し、購入者へ交付することができます。

　JA等を通じた委託販売ではなく、業者の方に直接販売している場合には、先方よりインボイスの発行を求められる
可能性がありますが、適格請求書発行事業者でない場合はインボイスを発行することができませんので、難色を示さ
れる可能性があります。

❷ JAファーマーズマーケットで委託販売する場合（媒介者交付特例）

❸ 業者等に直接販売をする場合

　課税事業者である生産者の方が農業に関するさまざまな支出をし、それらを消費税の計算で仕入税額控除の対象と
するためには、取引先が発行したインボイスを受領する必要がありますので、必ず先方にインボイスの発行を求めて
ください。ただし、その相手が適格請求書発行事業者でない場合にはインボイスをもらうことができません。なお、
簡易課税で仕入税額控除の計算をする場合はインボイス不要です。

農業用資材や農機等を購入する場合

生 産 者
（適格請求書発行事業者）

購 入 者
FARMERS MARKET

ファーマーズ
マーケット

販 売委 託

◯JAの名称および登録番号を
記載したインボイスを発行

（課税事業者）

インボイス
ください！

生 産 者
（適格請求書発行事業者以外）

購 入 者

販 売

（課税事業者）

え？インボイス
もらえないの！？

取 引 先
（適格請求書発行事業者に限る）

課税事業者である生産者

購 入

（本則課税で計算する場合）

インボイス
ください！

● 媒介者交付特例が適用される取引の例

● 直接販売先である業者から
　 インボイスを求められる取引の例

● 生産者が仕入れる立場の場合

インボイス制度についての一般的なご質問やご相談のお問い合わせ先

国税庁ホームページ「インボイス制度特設サイト」をご覧ください

消費税軽減税率・インボイス制度電話相談センター

0120 ー 205 ー 533（無料）
【受付時間】9：00 ～ 17：00（土日祝除く）

109.23～10.23
天秤座 【全体運】気になることが多くそわそわ。まずは真偽を確かめて。信頼できる人と行動を共にすれば大団円のゴールに到達

【健康運】ハーブを使ったメニューで元気がアップ　　　【幸運を呼ぶ食べ物】キュウリ


